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合 成 ペ ニ シ リ ンMethy1-ch1oropheny1-isoxazolyl penicilIin

(MCI-PC)に 関す る細菌学的研究

中 沢 昭 三 ・山 岸 由 紀 子

本 間 達 子 。慎 智 恵 子

京都薬科大学微生物学教室

(昭和38年8月2日 受付)

MPLPCとMCI-PCを 全 く同一条件 の もとで耐性 ブ

馨ウ球菌 に対す る感受性,抗 菌力に及 ぼす諸 因 子 の 影

響,溶 液の安定性,殺 菌作用,耐 性獲 得状 態な ど細菌学

酌基礎問題に ついて研究 し,両 合成 ペ ニシ リン間に殆ん

ど差異が認 め られ ない事 を確認 したので報 告す る。

1.患 者分離 のペ ニシ リン(PC-G),エ リスロマ イシ

=ン(EM)高 度耐性 ブ;""ウ球菌に対す る感受性

その成績は第1表 に示 され る如 く,PC,EMの 高度耐

牲 株に対 して も標準感 受性株 た るStaPh.aureus209-P

殊感受性に近 い0.3～O.6mcg/m1の 範囲内に在 り,こ

の場合MPI-PCとMCI-PC間 に は 全 く差異は認め ら

.れなかつた。
'?

.抗 菌力に及ぼす諸因子の影響

Staph.aureus209-P感 受性 に及ぼすpH,血 清 の影

響 を調 べた。その成 績は第2表a),b)の 如 くであ る。

す なわちpHの 場合においては酸性側で抗菌力 の増強が

認 められ,血 清の場 合には培地中50%含 有量に おいて

著 明な抗菌力の減少が認め られ るが10～25%範 囲内に

第1表 患者分離 の病原 ブ ドウ球菌に対す る感受性

EMIMPLPCiMCI-PC

おいて は 余 り影響がない。そ して これ らの 場 合 に も

MPI-PCとMCI-PC問 には全 く差異は認 め られなかつ

た。

3.溶 液の安定性

MPI-PCとMCI-PCの1,000mcg!m1溶 液 お よび

100mcg/m1溶 液 を作 製 し37"cお よび5℃ 両条 件の も

とで24,48,72,96,120,144,168時 間 放 置 し,そ

れぞれ力価(感 受性)の 変動 をStaPh.aureus209-P株

を試験菌 として測定 した。その成績は第1図 に示 され る

第1図 溶液の安定性
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第2表

a)抗 菌作用に及ぼす培地pHの 影響(感 性値)
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b)抗 菌作用 に及 ぼす血清 の影響(感 性値)
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第3表 殺 菌 作 用 第2図 耐性獲得状態
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37。C24hrs.判 定

如 く,両 合成 ペニシ リン間には全 く差異は認めず,37℃,

5℃ において も全 く安定 な力価 を示 した。

4.殺 菌 作 用

消毒剤の検定に応用 され ている石炭酸係 数測定法に準

じてStaPh.aureus209-P株 に対す る殺 菌効果 を石炭酸

を対照 として比較検討 した。そ の成績 は第3表a),b),

c)の 如 くであ る。 こ の 場 合 に おい てもMPI-PCと

MCLPC間 に全 く差異は認め られ なかつ た。

5.耐 性獲得 状態

StaPh・aureus209-P株 お よび患者分離 の既知抗生物

-一 レ 継代日敗

質 耐性株No.168,No.184計3株 のMPI-PC,MCI-・

PCに 対 す る耐性獲得状態 を常法 の 増量的継代法に より

15世 代(37。C24hrs・ を1世 代)継 代 し,そ の耐性上昇

度 を調べ た。そ の成績 は第2図 に示 され る如 くである。

即 ち5,10,15世 代 と少 しつ つ の上昇は認め られるが,

余 り急激な ものでは な く,こ の 場合MPI-PCとMCi-s-

PC間 に殆 ん ど有 意義な差異は認 め られ なかつた。

以上の結果,MPI-PCとMCI-PC両 合成ペ ニシ リン

間には試験管 内抗菌性態度 に殆 ん ど認 むべ き差異 は存在

しない と思われ る。今後更に動物感 染症に対す る治療実

験 について比較検討 し,総 括,結 論を出 したい と思 うひ




